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カラマツ鋸屑からの両親媒性ナノ粒子の調製
（京大院農） ◯三木健太郎、飛松裕基、上高原浩、高野俊幸

カラマツ鋸屑から両親媒性ナノ粒子を調製する方法の確立

粒径分布 存在比(%)
10 メッシュオン 1.4

10~60 メッシュ 44.9
60~100 メッシュ 19.3

100 メッシュパス 34.3
99.9

粒径

合計

抽出・ボールミルを行わずそのまま使用

卓上丸鋸を用いて鋸屑を作成

無置換の
グルコース

②両親媒性ジブロックコポリマーの合成

①カラマツ鋸屑からの粗メチルセルロースの合成

③スプレードライヤーによる両親媒性ナノ粒子の調製

応用例
・ドラッグデリバリー
・生体イメージング

疎水部親水部

カラマツ鋸屑

両親媒性ジブロックコポリマー1

FE-SEM

直径50 ～800 nmの粒子

①カラマツ鋸屑から一段階で粗メチルセルロース（Fraction 1）が得られた。
②粗メチルセルロースを疎水部として、両親媒性ジブロックコポリマーを調製した。
③スプレードライヤーによるナノ粒子化を行い、蛍光を有するナノ粒子を得た。

カラマツ鋸屑から両親媒性ナノ粒子を調製する方法を確立した
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Nano Spray Dryer B-90 (Büchi)

親水部 疎水部

量子ドットとの複合化2

画像出典 http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%A9%E3%83%9E%E3%83%84;
http://yamashitamokuzai.co.jp/st/2008/09/post-11.html
http://www.logw-n.com/c/s04_karamatsu_struc/karamatu_struc.htma) Trimethyl silyl azid/SnCl4/anhydrous CHCl3/0℃→r.t.

b) Propargyl tosylate/t-BuOK/THF/0℃→r.t.
c)Cu(I)Br/sodium ascorbate 4M in H2O/PMDETA/20%MeOH/CH2Cl2/r.t. 

DLS測定（1.0 wt%水溶液）より
流体力学的直径300～1000 nm

の会合体を形成していることが判明

複合溶液（励起波長356 nm）

合成と蛍光色素との複合化

Fraction 1の1H-NMRスペクトル

・メチルセルロースを疎水部に有する両親媒性ジブロックコポリ
マーの合成と構造・物性相関の解明
・両親媒性分子と量子ドットの複合化による細胞標識への応用

セルロース

メチルセルロース（市販）

完全メチル化メチルセルロース

メチル化と分画 鋸屑の作製

参考文献 1) Nakagawa, A.; Kamitakahara, H.; Takano T. Cellulose (2012), 19 (4), 1315-1326.
2) Kamitakahara, H ; Murata-Hirai, K; Tanaka, Y. Cellulose (2012), 19 (1), 171-187

粗メチルセルロース（Fraction 1）および
メチル化ヘミセルロース・リグニン（Fraction 3,4）を得た

温和な条件で簡便に蛍光を有する両親媒性ナノ粒子が調製できた

これまでの成果

・北海道や長野を中心に分布する落葉針葉樹
・全国で年間225万t生産されるスギに次ぐ有用樹種
・近年集成材として利用が進み、製材の際に鋸屑が発生

カラマツ

本研究の方法 これまでの方法

メチル化・分画

親水部とのクリック反応

スプレードライ

Fraction 1はメチル置換度が3に近い粗メチルセルロース

複合体細胞 細胞+複合体

未利用バイオマスから高機能材料を！

①カラマツ鋸屑からの粗メチルセルロースの合成

まとめ

はじめに

②粗メチルセルロースを用いた両親媒性ジブロックコポリマーの合成 ③スプレードライヤーによる両親媒性ナノ粒子の調製

落射型蛍光顕微鏡

フルオレセイン由来の蛍光

3 μm 50 μm

疎水性モデル化合物

目的

疎水部 親水部
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